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モトクロスレースはプロ、アマともに世界的に多数開催されて
いる人気の高いレースです。自然の地形に、人工的に起伏を加
えた周回コースを、モトクロス競技専用車の自動二輪車、モト
クロッサーで走行し、先着を競う。モトクロスレースは瞬間的
に作用する力がもっとも大きなスポーツの１つです。ライダー
は路面からの振動、コーナーでの遠心力、ジャンプの着地時の
大きな重力、またコースの変化に対処しながら、マシンと体の
安定を保つ。今回はハンドルから掌を介して伝わる振動につ
いて、手の甲、肘関節、肩関節、そして頭部［ヘルメット上］
に配置した加速度センサーの加速度データをもとに振動の制御
について話をさせていただきます。 


